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　200時間の会話コーパスの本公開は 2021年度末に予定しているが，コーパスの利用可能性や


















PIXPRO SP360 4kを会話の場の中央に 1台配置して話者を中心に撮影すると同時に，GoPro 
Hero3+を 2台設置して話者や会話の状況を俯瞰的に記録した（図 1）。収録の状況等により，1
台あるいは 2台のカメラでの撮影となることもあった。また散歩などの移動の際には，話者のう






















ション・会話の数 1，会話時間，語数 2）を表 1に示す。性別・年齢（20代・30代・40代・50代・
60代以上）をバランスさせ，各層 2名ずつとなるよう選別したが，収録スケジュールの都合から，










図 1　基本収録の機材セットで記録した映像の例。左の映像は Kodak PIXPRO SP360で，右の二つの映像は
GoPro Hero3+で録画したもの。論文掲載用に話者の顔にボカシの処理を加えている。
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職業 セ数 会話数 時間 語数 職業 セ数 会話数 時間 語数
20代
大学生 5 5 2.2 h 34,216 大学生 7 7 2.6 h 31,645




4 4 2.8 h 29,296 会社員・
公務員等
5 6 2.7 h 28,526
会社員・
公務員等




4 5 2.1 h 23,081 会社員・
公務員等
5 5 2.6 h 27,193
自営業・
自由業
6 6 2.4 h 27,523
パート
タイム
6 6 2.6 h 33,408
パート
タイム




7 7 2.4 h 26,750 会社員・
公務員等
7 7 2.2 h 22,825
会社員・
公務員等
4 4 2.6 h 25,140 自営業・
自由業
6 6 2.7 h 32,303
60代
以上
その他 9 9 2.1 h 28,850
専業主婦 6 7 2.7 h 34,728
定年退職 6 8 3.0 h 47,321
計 56 59 24.2 h 307,286 60 67 26.1 h 302,041
























































































～ 10歳 9 4 0.5 h 4.8 3 2 0.2 h 1.8 12 6 0.6 h 6.5
10代 19 8 1.3 h 19.3 4 4 0.3 h 3.5 23 12 1.6 h 22.8
20代 31 20 4.0 h 60.3 28 14 3.1 h 41.2 59 34 7.0 h 101.5
30代 23 15 2.8 h 37.2 37 19 5.1 h 64.4 60 34 7.8 h 101.6
40代 30 16 3.3 h 44.4 51 31 7.6 h 97.0 81 47 10.8 h 141.4
50代 25 14 2.3 h 32.1 44 30 5.9 h 81.7 69 44 8.2 h 113.8
60代 19 11 1.6 h 23.5 24 17 3.2 h 38.5 43 28 4.8 h 62.0
70代 23 17 2.5 h 36.1 9 7 0.9 h 10.8 32 24 3.4 h 46.9
80代 4 3 0.2 h 1.9 4 3 0.4 h 4.6 8 6 0.6 h 6.5
90代 0 0 0 h 0 2 1 0.2 h 2.2 2 1 0.2 h 2.2
不明 0 0 0 h 0 1 1 0.2 h 2.0 1 1 0.2 h 2.0
計 183 108 18.4 h 259.4 207 129 26.9 h 347.7 390 237 45.3 h 607.1
　CEJCでは，協力者の性別・年齢をバランスさせることにより，多様な世代の話者の会話を収





























































































求めた。結果を表 4と図 6に示す 9。
表 4　レジスターごとに見た接続助詞「けれども」類と「が」の調整頻度（100万語あたり）と割合
レジスター が けれども けれど けども けど
白書 18015（100%） 2（0.0%） 1（0.0%） 0（0%） 0（0%）
新聞 27975（94.1%） 73（0.2%） 402（1.4%） 0（0%） 1292（4.3%）
雑誌 27483（76.5%） 321（0.9%） 1492（4.2%） 18（0.1%） 6620（18.4%）
ブログ 45552（65.4%） 255（0.4%） 1777（2.6%） 304（0.4%） 21753（31.2%）
国会 49437（59.5%） 33402（40.2%） 90（0.1%） 47（0.1%） 102（0.1%）
学会 51226（51.9%） 25278（25.6%） 880（0.9%） 14662（14.9%） 6606（6.7%）
模擬 35697（27.3%） 35846（27.4%） 4460（3.4%） 20553（15.7%） 34113（26.1%）











































レジスター やはり やっぱり やっぱし やっぱ
白書 8 （100.0%） 0 （0%） 0 （0%） 0 （0%）
新聞 53 （72.0%） 20 （27.0%） 0 （0%） 1 （1.0%）
雑誌 128 （50.0%） 116 （45.2%） 1 （0.2%） 12 （4.6%）
ブログ 210 （34.3%） 312 （50.9%） 4 （0.6%） 88 （14.3%）
国会 986 （82.8%） 204 （17.1%） 0 （0%） 0 （0%）
学会 374 （63.8%） 197 （33.6%） 0 （0%） 15 （2.6%）
模擬 918 （31.1%） 1705 （57.8%） 35 （1.2%） 290 （9.8%）
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Abstract
We have been constructing the Corpus of Everyday Japanese Conversation (CEJC) under the 
NINJAL collaborative research project since 2016. The CEJC is designed to contain various kinds 
of everyday conversations in a balanced manner to capture the diversity of everyday conversations 
and to observe natural conversational behavior. Prior to the publication of the whole corpus, which 
scheduled for 2022, we published the monitor version of the CEJC in December 2018. In this 
paper, we first outlined the design of the monitor version of the CEJC, including recording 
methods, the release policy of the corpus, corpus size, and annotations. Then, we examined whether 
the speakers and the conversations in the corpus vary in a balanced manner. Finally, we conducted 
a preliminary analysis on some linguistic aspects of the monitor version of the CEJC, revealing the 
possible implications of the corpus.
Key words:  Corpus of Everyday Japanese Conversation, corpus construction, corpus evaluation, char-
acteristics of everyday conversation
